
XX-11. 瑞浪コハクから発見されたハナノミについて

(Insecta : Coleoptera) 

佐藤正孝 ＊

コハ クア カヒメハナノ ミ (Mordell£stenoda sp.) （第xx-11-1図）
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(Polyphaga多食亜目 ，Cucujoideaヒラ タムシ上科．Heteromera異節群，Mordelli-

daeハナ ノミ科，Mordellistenini ヒメハナ ノミ族， Mordellistenoda アカヒメハナノ

ミ属）

所検標本： 1ex. （椋本番号 ；No.34) 

保存状態： 虫体の後方約％すなわ ち， 頭部の破片と触角，左前肢の附節（推定） ．右中肢と

左中肢の破片，後胸板の一部，後基節の大部分，腹部全体，右後肢と左後肢の腿・ 1座節，翅の

後方約％などがほぼ完全な形で残 っている．それらの微細栴造であ る細毛，剌などもかなり 良

好に検鏡できる状態である ． 胸部 ， 翅鞘基部約½ ． 頭などを斜めに横切る 点でコハ クの庖が異

なり ． 墨りが見られる こと から体の約 ％ が埋没 し前方約 ½ が失なわれた後にやや時間 を おい

て．さら に樹脂が滴下して全体が埋没したた め後方約％だけが残る 結果 となったのではないか

と推定できる ．

第XX-11-1図 コハクアカヒメハナ ノミ

(Mordelliste11oda sp.)（椋本番号 No.34) 

記載： 全体黒色で， 後基部は裟褐色をしていると推定．触角の第 1~3節はそれぞれほぼ同

じ長さで，第4節は第 3節よりやや長い，第 8 • 9節はほぼ同じ長 さで第4節よりもやや長く

明らかに幅広い，第10節は第 9節よ りも 僅かに短い，第11節は第 9節より もやや長く ，長さは

幅の約 1.7倍．翅鞘は汚黄色 （推定）の細毛で密に裂われるが，表面と細毛の間に気泡ができ

点刻は判 らない．体下面は汚黄色 （推定）の細毛で密に籾われるが，翅鞘のそれよりもややま

ばらで長い，また後基節の基部は略半円形に細毛を欠く ．腹部，後基節および後腿節の表面は

僅かにさめ肌状を呈する ．前 ・中肢の第4附節は広がり中央がくびれて2片状を呈する ．後肢

の段刻式は 3-2-2-0で， 腔節の長い 2本の段刻は上緑に沿っ ている ．腔節の 2端刺は長

く第 1附節の約 0.6倍で2刺とも 同じ長 さ．附節の第 1節は長 く第 2節の約 2倍，第 3節は第

2節よりやや短い ，第4節は第 3節より僅かに短い． 尾節板は細長 く尾節の約 3倍の長 さ．

測定値 ：体長 （翅端まで）約3.5919l（推定）， 触角長 1.19119，後腿節長 0.9111111,後腟節長 0.7

111111,後附節長1.1111111,尾節長 0.3111111,尾節板長 1.09IIll.
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同定理由： ハナノミ科は 4族に分類されるが，後肢に段刻を具えるこ とによりStenaliiniか

Mordellistenini に属することは明らかである ．しかし後胸側板が失なわれているのでそれら

のいずれであるかはっきり判らないが点はあるが，残余の特徴から Mordellistenini（ヒメハ

ナノミ族）に属すると考えてもよいと判定した ．またこの族は世界各地に分布し てハナノミ科

の中では最も多くの種を含んでおり ，幾つかの属を含むがその分類にはいろいろな意見があ っ

て同定は容易でない．前 ・中肢の第 4附節が2片状であることから Glzpostenoda属近縁の属に

含まれる と考えられる ．さらに後腔節の 2端剌は長くて同じ長さであるこ とから Mordelliste-

noda属の種と考えた ． この属は M.aka (Kono) 〔アカヒメハナノミ 〕唯 1種が本州 ・四

国に分布するが，M.Jukiensis Ermischと同種と考えられているので分布は中国大陸南部ま

で伸びることになる ．しかし， M.akaは全体赤褐色で段刻式が 3-2-1-1であるのでこ

の種とは異なり現生種に該当する種はない ．

いっぼう ，Mordellist切 oda属に近縁の Glzpostenoda属や Falsomordellina属に含まれ

る約25種が特徴の とり方などによって上記 3属の名称が二転三転して用い られてきている ．そ

こで，それらの種も一応当 ってみたが端剌の点ではどれにも該当する種はなかった ．

従来の記録： これまでにハナノミ 科の化石が発見された記録については ，手許の文献不足の

ため一寸判ら ない現状である ．しかし ，ここに報告した属に限れば始めての記録ではないかと

思われる ．

分布： ここに報告した種を含む属の分布は本州 ・四国と中国南部で，南方に片寄りを見せて

いるが， 前記した 2属を含めてもその分布は本州から琉球列島，台湾を経て中国南部というこ

とができる ．しかも本州では関東以南に分布し てい ることから比較的暖地を好む一群であると

考えられる ．

現生近縁群の生態： ヒメ ハナノミ類の成虫は一般に森林中ま たは森林を背景とした草原な ど

の白い花に飛来することが多く ，活発に飛び廻る性質があ り， 静止中鵞いたりすると 後肢で跳

躍する ．4~9月に出現し ，花紛を紙食していると考えられるが，花上に多くの個体が飛来し

ており雌雄の出合いの場所で もあり交尾している個体が多い ．

幼虫の生態はほとんど判っていないが， Nlordellistena属の一部はヨ モギ，アサなどいろい

ろな植物の茎に虫族を作っている記録が見られる ．また ，枯木やキノ コに入っているものも 知

られている ．その他ほとんど生態については判っていないが，こ れまでの筆者の採集経験から

も生活上樹脂との関係はないものと考えられる ．

なお，Tomoxia 属や Glipa属のある種では針葉梱の生木や枯木に幼虫が入っているが族

を異にした一群である ．

まとめ： 現生種とほとんど変らない形態を示していることは同定結果から も伺え ，現在日本

に分布しているヒメハナノミ類と密接な関係にあったことは明白である ．ハナノミ科とくにヒ

メハナノミ類は近年まだ新種が記載される状況にあり中国大陸のものがあまり判っ ていないこ

とを考える と， 将来ともに同種ま たは極く近縁の種が発見される可能性は充分考えられる ．

コハク ヒメハナノミが生息していた時代は近縁属の分布と併せて考えても ，現在と同じかあ

るいはより温暖な気候で下草の多い森林があっ たと推定できる ．
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